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研究開発成果８／生産技術の高度化

Study on Press Forming Techniques of Thermoplastic CFRP
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■研究の背景

自動車や航空機などの軽量化材料として、鉄に比べ４分の１の軽さで10倍以上の強度がある

CFRP（炭素繊維複合材料）が使用されるようになってきています。しかし、多用されている熱

硬化性CFRPは加工時間が長いことが課題となっており、加工時間の短縮のみならずリサイクル

性の向上も目的として、熱可塑性CFRPの材料開発や加工技術に関する研究が国内外で行われて

います。そこで、熱可塑性CFRPの加工技術蓄積のため、プレス成形法の研究に取り組みました。

■研究の要点

１．熱可塑性CFRPのシート成形および材料特性試験

２．熱可塑性CFRPシートのプレス加工試験

３．熱可塑性CFRPシートのプレス成形試験

■研究の成果

１．熱可塑性CFRPのシートを成形し、成形温度や加圧時間などの成形条件に関する基礎データ

を得ました。

２．製作したCFRPシートの引張試験、曲げ試験などを行い、材料特性に関する基礎データを得

ました。

３．プレスを用いて熱可塑性CFRPシートの穴あけ加工と曲げ加工を行い、製作した材料の加工

特性を把握しました。

４．プレスを用いて熱可塑性CFRPシートの円筒絞りを行い、材料予熱条件や金型温度、加工動

作などプレス成形に関する基礎データを得ました。
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熱可塑性ＣＦＲＰのプレス成形法に関する研究


